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明治 16 年 4 月、「中」が同年 5 月に印刷されたが、「下」は書かれず、未刊のまま終わっている。その２年
後に、本論とも言うべき『心學講義』の序文が書かれている。明治 18 年 3 月である。以後、第一冊の「緒
言」に始まり、第二冊から第六冊までは順次印刷に付されたが、第七冊と第八冊は手稿のまま残され、明治


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 訳は、播本崇史「西周『生性劄記』訳注（一）」『国際哲学研究』第 1 号、東洋大学国際哲学研究センタ
ー、2013.3. ＊https://www.toyo.ac.jp/uploaded/attachment/638.pdf 
4 「生性劄記」のテキストは、大久保利謙編『西周全集』第１巻（宗高書房 1981 再版）に所収するが、本
稿では、自筆浄書本・漢文草稿 国立国会図書館憲政資料室所蔵の原本を使用した。 
5 「西周と陽明学——「生性劄記」における「当下便是」説批判をめぐって——」（『近代化と伝統の間——
明治期の人間観と世界観——』教育評論社、2016.2.  pp.24-52 
6 以上、永井均『西田幾多郎』角川ソフィア文庫、2018、p.37 を参考にした。 











































＊本稿は、2018 年 9 月 22 日、東洋大学白山キャンパス 5104 教室において開催された、国際哲学研究センタ
ー(IRCP)主催の研究会「儒学者たちの日本哲学」で発表した際の発表原稿を、大幅に修正加筆したものであ
る。その際、諸先生方、参加者から多くの有益な意見を頂戴した。ここに記して、感謝の意を表す。 
 
 
